
 
１．はじめに 
中国は1970年代末の改革開放以後，高度経済成長によって道路	
 
や通信などの整備が進み，都市への人口流入が加速した。近年で

は新農村建設1）によって，伝統的な農村集落が減少している。馮に

よると2），中国では2000年には360万箇所あった自然村3）が，2010
年には270万箇所に減少し，一日に約250箇所の自然村が10年間，
消失しつづけていることになるという。一方，2003年から中国の
建設部と国家文物局が共同で，歴史文化名鎮，歴史文化名村を選

定し，2013年には「ハニ族の棚田」が世界文化遺産に登録される
など伝統的な集落の再評価が進み保護の対象となっている。	
 

このような背景をふまえて，本研究では急速に減少している伝

統的集落の事例として，長白山麓にある特徴的な形式の井幹式民

家の集落を対象とする。井幹式民家は，丸太を井桁に組み重ねて

壁面を構成する構法に特徴がある。中国語では「井幹式」と呼ば

れているが，中国の東北地方では「ムコォロォン」，特に朝鮮族

では「グィトルジブ」と呼ばれている。中国の井幹式民家がある

地域の共通の特徴として，木材を自給できる豊富な森林資源があ

る山間部に位置していることがあげられる。中国における井幹式

民家は東北地域黒龍江省や吉林省，北西側新疆地域，南部の雲南

省などに分布しており4），中でも中国吉林省の長白山麓には，現

在も人々が生活している井幹式民家の集落がある。この地方の井

幹式民家は，寒さに対応するために木造に断熱材として土を利用

した構法が特徴である5）。	
 

井幹式民家の既往研究としては，収集的な手法による民族学の	
 

研究がある6）7）。また，吉林省の井幹式民家に関する研究では，張

馭寰8）による吉林省の民家の建築様式に関する研究，肖冰9）による

錦江村の井幹式民家の建築構造とその発達に関する研究，王純信
10）による錦江村の生活を美術の視点から捉えた著述，高松花他11）

による井幹式民家の建築構法と生産技術の特性と成立要因に関す

る研究がある。これらの既往研究からは，井幹式が特に中国東北

部において特徴的な民家の様式であり，周辺の森林資源を用いて	
 

	
 

住民によって継承されてきたことが明らかになっている。しかし，

中国では政府の方針によってこうした資源の利用が制限され，政

府による開発が土地利用の変化，ひいては集落景観の変化の直接

の要因になっている事例もある。これらの集落の今後のありかた

を考えるためには，政府の方針と土地利用および住民の生業の現

状から保存を考察する必要がある。	
 

	
 そこで本研究では，井幹式民家の集落の土地利用を把握し，保

存について考察することを目的とする。対象地の選定のためにま

ず，2011年7月に井幹式民家があるすべての集落16箇所12）を巡見
した。そのうち，巡見時に全戸が井幹式民家であると確認した錦

江村と下二道崗村を調査対象地(図̶ 1)に選定した。錦江村には漢
族が，下二道崗村には朝鮮族と漢族が住んでいる。研究方法は現

地調査によって二つ集落の土地利用の現状を把握し，資料調査お

よび聞き取り調査によって，集落の維持管理について明らかにし

た。ふたつの集落の現状の相違とその要因をふまえて，保存に関

する考察をした。現地調査は2011年7月~9月，2012年4月，10月，
11月の4回，延べ47日間実施した。 

 
２．対象地の概要 
（１）錦江村の概要 
錦江村は中国東北部の北朝鮮国境付近の最高峰である長白山の	
 

西側，標高約900mの山麓に位置している。年平均気温は-0.3~
3.7℃と冷涼である。現在34戸68人が居住しており13），すべて漢族
である。主な生業は自給的農業と朝鮮人参の栽培である。	
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この集落は大きく2つの地域(山上と山下)にわけられる（図̶ 2）。
山下の集落は東から西にかけて水路が流れ，水路に平行する道路

の南と山に向かって北にのびる枝道沿いに屋敷地が点在している。

牧草地が集落の北西にあり，中央付近に井戸がある。また，住民

が育てている植林用のチョウセンゴヨウマツの苗畑もある。東西

の道路の南には国有林のカラマツの混交林が，集落の北には広葉

樹林がある。山下の集落と山上の集落の間は畑と混交林で，上の

集落には3軒の屋敷地がある。また，山上の集落のさらに北には大
規模な畑（図－ 2畑a）と混交林がある。2008年に電気が敷設され
た。山下集落の井戸は生活用水で，水道はまだないため，山の湧

水を飲み水にしている。	
 

（２）下二道崗村の概要 
	
 下二道崗村は朝鮮半島から約21キロ北の吉林省東南部，長白山
の南側の山麓，鸭緑江の上流左岸の標高約1100mに位置している。	
 
この地域の平均気温は0.6~3℃前後である。現在，漢族と朝鮮族
が住んでおり，24戸62人のうち，朝鮮族が16戸で漢族が8戸であ
る。	
 

	
 下二道崗村は東西を山に挟まれ，谷間のわずかな平地に南北に

細長く形成されている（図̶ 3）。集落の北から南にかけて小川が
流れている。集落の東西は牧草地に囲まれ，南側には朝鮮人参畑

がある。また牧草地の周辺には植林地があり，東側にはポプラの

天然林の伐採後に一斉造林したチョウセンゴヨウマツの人工林が

ある。畑は集落の東側と西側に位置しており，集落内に井戸があ

る。井戸からの水は集落を通り小川に流れている。南北方向の道

の両側に井幹式民家が配置されている。敷地内には畑があり，敷

地内の庭に果樹(ヤマナシ，スモモ)が植えられている。朝鮮族の

敷地にはキムチやジャガイモを保存する「ウム」と呼ばれる貯蔵

用の穴があるのが特徴である。ウムは現在5箇所確認でき，小川側
に建てられた家のウムは穴を掘ると水がたまるため，敷地から離

れた地盤が高いところに作られている。下二道崗村は改革開放以

後の政府の援助によって電気は早い時期に敷設されたが，水は

1980年代末につくられた湧き水をポンプでくみ上げる施設を利用
している。	
 

	
 

３．井幹式民家集落のおもな土地利用（表ー1，表ー2） 
	
 錦江村と下二道崗村のおもな土地利用は屋敷地のほかには，森

林，朝鮮人参畑，その他の耕作地，牧草地である。これらのうち

生業と関係が深い森林，朝鮮人参畑，その他の耕作地について現

状を述べる。 
（１）錦江村のおもな土地利用 
１）森林	
 	
 

森林は国が管理する国有林である。現地調査の結果，混交林は

カラマツが主だが，その割合は一定ではなく，林分ごとに林齢も

異なっている。漫江林場の場長によると，周辺の森林は松江河林

場という政府の機関が，植林から伐採まですべて管理している。

松江河林場は 14 箇所の林場で構成されているが，そのうち錦江
村周辺の森林は漫江林場，錦北林場，撫南林場が管理している。

以前は集落の住民が木材を自由に使用できたが，1985年に森林保
護法が施行されてからは，無断伐採が禁止され，毎年伐採区を決

めて木材を供給している。	
 

２）朝鮮人参畑	
 

	
 商品作物を育てるための畑はおもに集落の北側に位置している。

村長への聞き取り調査によると，朝鮮人参の畑と耕作地は別に管

理されている。	
 

	
 錦江村では1972年から朝鮮人参栽培が始まり，現在朝鮮人参畑	
 
は1000亩ある14）。朝鮮人参畑は，光があまり届かないところが適
しており，伐林式，農畑式，林下式の3つの方法がある。伐林式は
植林地を伐採した跡地に，苗木と人参を同時に植える方法で，植

林地の中に朝鮮人参畑がある。畑は個人が管理しているが，畑中

の木材は公有林のため伐採禁止である。住民たちは一般の耕作地

は無料で利用できるが，植林地で朝鮮人参を育てる場合には植林

地を管理している林場に借料を支払う。農畑式は耕作地に朝鮮人

参を栽培する方法で青色のビニールハウスで遮光する。近年始ま

った林下式は森林の木と木の間に朝鮮人参を植える方法で，朝鮮

人参の質がよい。管理方法は伐林式と同じである。伐林式，農畑

式で栽培した朝鮮人参は4~5年後に収穫するが，林下式は最低15
年たってから収穫する。収穫した朝鮮人参は質によって等級を分

けて販売している。住民3名へのヒアリングによると，耕作放棄地
に栽培した農畑式の朝鮮人参は生産量が少なく，質が低いという。	
 

３）その他の耕作地	
 

	
 1970年代~1980年代に農作物の畑は582亩あったが，1990年代
~現在までは592亩に増加した15）。現在は5割がトウモロコシ，4
割が大豆，1割が雑穀である。村長によると，畑の土地は国の所有
だが，経営権は錦江村政府が持っている。農地以外の利用も可能

だが不動産開発など商用への転換は禁止されている。畑はまず，

漫江鎮政府から錦江村を含む村の政府に分配され，次に，村政府

から住民に土地が割り当てられる。村長へのヒアリングによると

農作業用の畑は借料がなく，国から1亩当たり55元の補助金がある。	
 
	
 住民5名へのヒアリングによるとトウモロコシは食用と飼料用
を分けて栽培している。近年，木材の値段が高くなったため，34
戸の中2戸は穀物から植林のための苗畑に転換し，カラマツ，チョ
ウセンゴヨウマツなどを植えている。そのほか，34戸中3戸が販売
用のトウモロコシと大豆を育てている。大豆は食用油，豆腐とミ

ソの材料などに使用し，大豆の根茎は家畜の冬用の飼料にしてい

る。	
 

（２）下二道崗村のおもな土地利用	
 	
 	
 

１）森林	
 	
 

森林は国が管理する国有林である。下二道崗村の周辺は龍泉林	
 

場が保護・植林をしている。森林保護法が施行された後は，決め

られた伐採区からの燃料と木材用の伐木が認められている。森林

保護のために龍泉林場は農地にチョウセンゴヨウマツ，カラマツ

を植えてチョウセンゴヨウマツの実である松の実や木材を販売し，

住民たちの生活補助に充てている。	
 

２）朝鮮人参畑	
 

朝鮮人参畑は集落の東側と南側，耕作地は主に集落から約 2km
離れた西側にある（図－ 3の範囲外）。下二道崗村では 1978 年
から朝鮮人参栽培が始まり，現在，集落の朝鮮人参の畑は834亩
である16）。錦江村と同じ3つの方法によって朝鮮人参を栽培して
いる。管理は錦江村と同様である。林下式の方法は 1990年から
始まり，植えた人参がその後野生化し，質が良く価格が高い。林

下で栽培する期間は15年前後である。	
 

表‐1	
 土地利用と維持管理主体 

表‐2	
 朝鮮人参畑および耕作地の面積の変化 
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３）その他の耕作地	
 

	
 村長へのヒアリングによると，1978年に朝鮮人参の栽培が本格
化するまでは朝鮮人参畑がほとんどなく，耕作地は1400亩，その
うち，ジャガイモ畑が5割，ムギ畑が4割，他の雑穀(ソバ，ダイズ
など)が1割だった。生業が朝鮮人参栽培になったため，耕作地の
面積が減少した。現在集落の耕作地面積は306亩，植林地面積は
320亩，集落以外に借りている畑面積は300亩であり，その他一部
は耕作地に植林しているがほとんどが荒れ地である17）。集落の耕

作地はトウモロコシ畑が5割，大豆畑が3割，ジャガイモ畑が2割で
ある。土地の所有は国，経営権は下二道崗村の集体組織18）にあり，

組織で管理している。村長の聞き取り調査によると，耕作地は無

料で使っており，国から1亩あたり約80元の補助金が出る。	
 
	
 敷地にある畑の農作物はすべて自家用で栽培している。ジャカ

イモとムギは以前主食用に栽培していたが，現在は生活が向上し，	
 

購入した米を主食にしているため，畑の面積が減少した。大豆は

寒冷な気候で実のつきが悪く栽培をいったん止めたが，温暖化に

よる気温の上昇で5年前から再開され生産量が増加している。大豆
は主にミソ作りで使用していて，根茎は牛の飼料にする。トウモ

ロコシは実の入りが悪いため，牛の飼料としている。農作物の肥

料は自給と購入の両方である。	
 

	
 

４．対象地の現状 
（１）錦江村の現状（図ー2） 
錦江村は2005年の新農村建設で，政府の出資による国道302号

沿いへの新錦江村の移転が決められた。しかし，実際には燃料の

ための薪の採取や畑が遠く不便なため，住民たちは移住しなかっ

た。その後，2006年には撫松県政府の「県級伝統居民文化遺産保
護単位」に指定され，保護の対象となった。このため，集落の周

辺の木材の無断伐採と集落内における煉瓦造の民家の建設は禁止

されている。2008年には錦江村を含む地域で長白山麓の満族住居
文化19）が白山市政府の第一非物質文化遺産(無形文化財)に指定さ

れ，吉林省は今後中国の世界文化遺産の暫定リストへの登載を目

指している。	
 

これにともなって，錦江村では観光地化の計画があり，2010年
から2012年までの2年間に15棟の井幹式の民家が新築または改築
された(写真－ 1)。そのうち7棟は生活のため，8棟は観光客の宿泊
を目的として建設されている。観光用の8棟のうち2棟は朝鮮人参
乾燥用の倉庫を改築したものである。また，2012年には漫江鎮政
府によって舗装道路と水道の敷設工事が始まった。	
 

外で働いていた若者は集落に戻って農作業や朝鮮人参栽培をし

ている。錦江村では，井幹式民家の建設のための木材の伐採，製

材から施工，維持管理までの作業は基本的に住民の相互扶助によ

り行なわれてきたが，Uターンした若者が民家の建設に参加してそ

の技術を身につける事例が増加している。	
 

（２）下二道崗村の現状（図ー3）	
 

下二道崗村は近年大きな変化があった。2011年に馬鹿溝鎮政府	
 
が集落の舗装工事をした。2012年には龍泉林場から補助金が入っ
たため，現在居住している民家が危険であるという理由で新しい

図‐3	
 下二道崗村の集落図 

図‐2	
 錦江村の集落図 
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家(写真̶ 2)を建設し全員が移住することになった。村長のヒアリ
ングによると，個人が1万元，政府が5万元を負担し，計6万元で1
棟の家を建てたということである。	
 

2012年の計画では25棟の新築が計画されたが，1戸が村外へ引
っ越したため，実際には24棟が新築された。この新築によって井
幹式民家が6棟消失し，2013年5月時点では19棟が残存している。
このうち4棟は工事の労働者に貸すなど不定期に利用されている
という。新築された朝鮮族の16戸は家が完成した後，ウムを新設
した。	
 

下二道崗村では，かつて親戚や知人，集落の人々との労働交換

によって井幹式民家を建築していたが，補助金による新しい家は

レンガ造で，業者によって建設された。現在は，井幹式民家は建

てられていない。	
 

ヒアリングによると，集落の漢族は朝鮮人参を栽培するために

下二道崗村に滞在している。4月から8月までは山東省に戻って生
活をし，6月~8月に土を起こすため，主人１人が集落に戻ってき
て作業をしている。また，9月から翌年3月までは人を雇用して朝
鮮人参畑を監視する事例もある20）。一方，朝鮮族は1992年の中韓
外交の再開で，韓国への転出が増加した。このような理由から集

落の人口は2005年には29戸，86人から21），2012年調査時には24
戸，62人へと減少した。	
 
 
５．両集落の現状と保存に関する考察	
 

（１）政府の補助金と生業の関係について	
 

	
 	
 豊富な森林資源によって継承されてきた井幹式民家だが，1985
年以降は，いずれも林場という政府の機関が植林から伐採まで管

理し，無断伐採が禁止された。両集落の住民たちは伐採区で木材

利用が可能であるが，木材による直接の収入はない。しかし，錦

江村では耕作地から植林地への転換が増加し，下二道崗村は林場

による松の実や木材の販売の利益の一部が補助金として村に支給

された。この補助金を使って，下二道崗村は2011年に集落のコン
クリート道路を修理し，ポンプ式の井戸に煉瓦造の小屋を建設し

た。このようにして，両集落ともその景観は変化した。両集落は

いずれも朝鮮人参栽培を生業とし，農作物はおもに自給用に生産

されている。土地は国の所有だが，農作用の耕作地は国から無料

で借り補助金をもらい耕作している。政府や林場からの補助金が

土地利用や景観に直接，間接の影響を与えていることがわかる。	
 

（２）井幹式民家の現状について	
 

両集落はかつてすべての家屋が井幹式構法で建てられ，住民の

相互扶助により建築を行なってきた。錦江村は地方政府によって

保護の対象となったため，現在でも井幹式構法で建築されている

が観光目的の新築が増加している。下二道崗村は補助金によるレ

ンガ造の家屋新築により伝統的な構法や民家そのものが消滅の危

機にさらされているだけでなく，朝鮮族の移転や建物の賃借など

によって伝統的な建築構法の継承は困難な状況にある。ともに井

幹式民家がある朝鮮族と漢族の集落では民族の違いや地方政府の

維持管理や補助金の仕組みの違いによって現状が大きく異なる結

果になった。	
 

（３）保存に関する考察	
 

	
 中国の多くの自然村と同様に，井幹式民家の集落も一部は急速

に消滅しつつあり，残された家屋や集落の保存は急務であると考

えられる。下二道崗村は煉瓦造の家屋が新築され，集落景観は大

きく変貌した。空き家として残された家屋の保存も現状では困難

であると考えられる。わずか数年で大きく変貌したことを考える

と，このような手遅れの状況を防ぐためにも，今後は伝統的な集

落の基礎調査を急ぐ必要がある。	
 

一方，保護の対象となった錦江村は観光のための新築が増加し

ているが，乾燥用の倉庫を改築するなど集落の景観に影響がある

と考えられる。集落景観の保存を進めるためには，個々の景観要

素の維持管理の可能性を把握した上で，住民たちへのサポートが

重要である。たとえば，井幹式民家の新築に必要な量の木材を集

めるのは非常に時間がかかることである。そのため，行政による

資金的サポートまたは木材の支給，森林の利用範囲の緩和などの

施策による支援が必要となる。さらに，集落景観のガイドライン

の策定と，それを実施していくための相互扶助による伝統的構法

を継承する仕組みの確立が求められる。	
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